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第１章 石岡市民会館個別施設計画策定の背景，目的と位置付け            

 

１．石岡市民会館個別施設計画の背景と目的 

本市は，平成 17年 10 月の合併後，結果的に用途目的の重複や老朽化が著しい公共施設を多数保有す

ることになりました。また，本市の人口は，平成 7年の 8.3 万人をピークに減少に転じており，少子高

齢化も進んでいます。さらに，普通交付税算定の特例(合併算定替)の終了により，交付税が平成 28 年

度から段階的に減額される中，公共施設に対して，維持管理や改修・改築等を計画的に続けていかない

と，厳しい財政状況をますます圧迫することになり，他の行政サービスに重大な影響を及ぼすことが懸

念されます。 

そのため，全体的・中長期的な視点による計画的かつ戦略的な公共施設のマネジメントに取り組むべ

く，本市が保有する施設の基礎的情報の収集と分析を行い，さまざまな観点から実態や課題を可視化し，

課題解決に向けた公共施設のあり方を検討する基礎資料として「石岡市公共施設白書」を平成 27 年度

に作成しました。 

一方，国においては，平成 25年 11 月に「インフラ(道路・橋りょう等)長寿命化基本計画」※1（イン

フラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議決定）を定め，インフラを管理・所管する者に対し，

当該施設の維持管理や更新を着実に推進するための行動計画や施設ごとの個別計画の策定を求めてい

ます。また，地方公共団体の財政負担の軽減や平準化が図られるように，保有する公共施設等の更新，

統合・再編，長寿命化等を計画的に行う「公共施設等総合管理計画」※2の策定要請が，総務大臣から都

道府県知事を通して全国の市町村に通知されました。 

このような背景もあり，本市においても，公共施設等の総合的な管理は，効率性を追求しながら中長

期にわたり計画的に取り組むべき全庁的な重要課題と考え，平成 29年３月に「石岡市公共施設等総合

管理計画」を策定しており，その目標達成のため「石岡市民会館個別施設計画」※3を策定いたします。 
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２．石岡市公共施設等総合管理計画の概要 

 

本市の公共施設等を取り巻く課題として，老朽化した公共施設等の維持管理や更新に今後さらに多

くの経費を要することが見込まれていますが，これまでの現状分析により，必要な財源を確保するこ

とは非常に困難な状況です。しかし，単に財政状況だけを捉え公共施設総量の縮減を行った場合，公

共サービス水準の低下や市民生活へ与える影響が懸念されます。さらに，今後のまちづくりには，防

災対応やバリアフリー化の推進，環境に配慮した取組など新たな市民ニーズへの対応や広域的な連携

が重要であるため，それらを踏まえた５つの基本方針を定め，施設総量（延床面積）では，今後40年

間で20％の削減を目指します。 

 

５つの基本方針 

 

①計画的保全による長寿命化の推進 

今後も継続して使用する施設については，これまでの「事後保全」の維持管理だけでなく，長期的

な視点で計画的な修繕を行う「予防保全」の考えを取り入れ，定期的な点検や診断結果に基づく計画

的な保全を実施し，公共施設等の長寿命化を推進します。 

 

②施設保有量の最適化 

今後の財政状況や人口特性などに見合った適切な施設保有量の検討を行います。これまでの一施設

一機能を前提とした「施設重視」の発想から，施設の多機能化や集約化等を検討する「機能重視」の

発想へと転換し，施設保有量の最適化を図ります。 

 

③地区ごとの特性とニーズに応じた施設再編 

各施設の利用状況や石岡地区・八郷地区の特性を踏まえながら配置の見直しを行うとともに，将来

のまちづくりの視点に立った施設や機能の最適配置を進めます。 

 

④まちづくりと連動したマネジメントの推進 

石岡市かがやきビジョンの将来目指すまちづくりを見据え，国・県・近隣市町と相互に施設の広域

連携を進め，地区ごとの施設の配置状況を考慮したマネジメントを行います。 

 

⑤資産の有効活用 

遊休資産や公共施設は市民共有の資産であり，維持管理や運営にかかる経費を市民全員が負担して

いることから，市民のための資産であることを再認識するとともに，「行政経営」の視点を取り入れ，

資産の運用を行います。 
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３．石岡市民会館個別施設計画の位置付け 

 

「石岡市公共施設等総合管理計画」は，本市の将来ビジョンである「石岡かがやきビジョン」を下支

えする計画のひとつであり，また「石岡ふるさと再生プラン」と連動した各施策分野の中の施設等に関

する取組の横断的な指針とし，公共施設と主要なインフラ施設に係る各個別計画が体系化された包括的

なものとして位置付けています。 

「石岡市民会館個別施設計画」は「石岡市公共施設等総合管理計画」と整合性を持つ下位計画であり，

「石岡市公共施設等総合管理計画」を市民会館について具体的に定めます。 
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第２章 石岡市民会館個別施設計画の対象施設，計画期間            

 

１ 石岡市民会館の概要 

 

（１）配置状況 

 

 

（２）建物の概要 

市民会館は昭和 42 年に建築され，市民の文化教養及び福祉の増進と，文化芸術の鑑賞の場として整

備され利用されてきました。主な機能としては，最大 968 人を収容するオーデトリアム棟の大ホールを

はじめ，管理棟の中ホールや会議室などの集会施設としての機能を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イベント広場は，空き地の環境保全目的に地権者と信託契約を締結して利用。（民間所有地） 

 土・日・祝日に限り石岡小学校職員駐車場借用 約 60 台 

 

 

名称 石岡市民会館 

場所 石岡市総社 1-2-5 

建築年度 昭和 42 年（築 51 年） 

延べ床面積 
管理棟 オーデトリアム棟 

1,485.8 ㎡ 3,135.50 ㎡ 

階数 
地上 2 階・地下 1 階 

塔屋 1 階 
地上 3 階・地下 1 階 

構造 鉄筋コンクリート造 

駐車場 イベント広場 180 台／市民会館敷地内 45 台 計 225 台 
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２ 対象施設の類型，一覧表 

 

「石岡市民会館個別施設計画」では公共施設の用途別類型のうち，市民会館（石岡市公共施設白書：

P.29～41，石岡市公共施設等総合管理計画：P.23～24）を対象とします。 

石岡市公共施設等管理計画の市民会館「改善の方向性」において，「利活用の促進や相互利用・サー

ビスについての広域連携，改修・建替え等の施設更新を推進します。」とされており，検討する必要が

あります。 

 

■ 施設一覧 

 

 

 

 

 

３ 計画期間 

 

本市が保有する公共施設は昭和 40 年代以降集中して整備してきた結果，これらが今後，築後 30～50

年といった改修・建替えが必要な時期を迎えることになります。また，公共施設の質と量の最適化を図

る上で，中長期的な計画のもと，人口面，財政面とも連動したマネジメントが不可欠であるため，「石

岡市公共施設等総合管理計画」は平成 29 年度から令和 38 年度までの 40 年間を計画期間とし，10 年ご

とに計画内容の見直しを行うとしています。 

このことから，「石岡市民会館個別施設計画」は令和 2 年度から令和 11 年度までの 10 年間を計画期

間とし，令和 8年度に行われる「石岡市公共施設等総合管理計画」の見直し後，整合性を取り更新を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 市民会館 総社一丁目2番5号 4,621.30 昭和42 RC造

構造
（主たる建物）

備考名称 所在地
延床面積
（㎡）

建築年度
（年度）
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第３章 石岡市民会館個別施設計画を取り巻く現状と課題            

 

１ 行政サービスの概要 

 市民会館の主な事業は，文化芸術の鑑賞の場・発表場としてのホール・エントランスホールや市民が

自主的な文化芸術活動を支援するためのホール及び会議室等の貸出業務を行っている。 

 また，芸術文化を推進するための自主事業としての児童劇・映画鑑賞など公演等を実施しています。 

（１）業務内容 

市民会館は，石岡市民会館条例（平成 17 年条例第 19号）第 1条において「市民の文化教養及び福祉

の増進に寄与するため石岡市民会館を設置する。」と記されています。 

 主たる業務として，事務分掌には 

① 市民会館の管理運営に関すること。 

② 施設及び設備の維持管理に関すること。 

③ 施設等の貸出に関すること。 

④ 市民会館運営委員会に関すること。 

⑤ 市民会館自主事業に関すること。 

⑥ その他市民会館に関すること。 

以上 6項目が定められています。 

なお，使用にあたっては，条例に定める使用料を下記別表のとおり徴しています。 

別表 1（第 6条関係）市民会館ホール使用料 

区分 
午前 

9：00～12：30 

午後 

13:00～17：00 

夜間 

18:00～22：00 
全日 

入場料を徴収し

ない場合 

平日 7，560 10，800 15，120 30，240 

土・日・祝日 10，800 16，200 22，680 45，360 

入場料を徴収す

る場合 

平日 14，040 20，520 28，080 56，160 

土・日・祝日 20，520 31，320 42，120 84，240 

別表 2（第 6条関係）市民会館会議室等使用料 

管理棟 オーデトリアム棟 

室名等 面積 午前 午後 夜間 室名等 面積 午前 午後 夜間 

第 1会議室 72 ㎡ 1，080 1，190 1，400 第 1 化粧室 25 ㎡ 320 380 430 

第 2 会議室 90 ㎡ 1，620 1，840 2，160 第 2 化粧室 11 ㎡ 210 260 320 

第 3 会議室 73 ㎡ 1，080 1，190 1，400 控室 12 ㎡ 210 260 320 

第 4 会議室 59 ㎡ 760 860 970 ステージ 150 ㎡ 3，780 4，320 4，860 

第 5 会議室 59 ㎡ 760 860 970 ホワイエ 96 ㎡ 1，620 1，820 2，160 

第 6 会議室 60 ㎡ 760 860 970 映写技師控室 18 ㎡ 320 380 430 

着付化粧室 14 ㎡ 320 380 430 2 階ホール 96 ㎡ 1，080 1，190 1，400 

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 114 ㎡ 1，080 1.190 1，400 ｵｰｹｽﾄﾗﾋﾟｯﾄ  2，160 2，370 2，800 

※会議室等を営利宣伝その他これに類する行為を目的として使用する場合規定使用料の 10 割増しとす

る。この場合において，使用者が本市に住所を有しない者（本市に事務所または事業所を有しない法人

団体を含む）である時は，上記に算出した使用料の 5割増しとする。 

（２）使用時間，休館日等について 

 市民会館の使用時間は，条例5条により，午前9時から午後10時までと定められています。ただし，必

要があれば市長の許可を得て変更することができます。 

 休館日は，石岡市民会館規則第2条により月曜日，国民の休日（その日が当たるときは，その翌日）

及び，12月28日から翌年1月4日と定められています。 
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（３）運営の状況 

① 運営人員 

直営で運営されています。 

一般職員が 2人，臨時職員 1人，その他職員（委託）4人。 

② 運営体制 

平日は一般職員 2人,臨時職員 1人（週 4日出勤），委託職員 1人の体制になっています。土曜日・日

曜日は一般職員 1 人,委託職員 2 人の体制です。祝日は委託職員 2 人での運営となっております。また

夜間の貸出業務がある場合は委託職員 2人体制で運営しています。 

なお，令和元年度現在では，シルバー人材センターに業務委託を行い，ローテーションを組んで業務を

行っております。 

 

図 運営体制（平成 26年度） 

 

 

③ コスト状況 

 年間トータルコストは6,431 万円です。年間トータルコストの内施設にかかるコストが2,757万円（約

43％）事業運営にかかるコストが 1,811 万円（約 28％），減価償却相当額が 1,863 万円となっています。 

 

図 市民会館トータルコスト（平成 26年度） 
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図 市民会館行政コスト計算書（平成 26 年度） 

 

 

 

■利用者１人当たりにかかるコスト 

 年間利用者数とトータルコストから利用者１人当たりにかかるコストは 1,186 円／人となります。 

 

図 利用者１人当たりにかかるコスト（平成 26年度） 

 

 

■利用 1件当たりにかかるコスト 

 年間利用件数とトータルコストから利用 1件当たりにかかるコストは 46,296 円／件となります。 

図 利用 1件当たりにかかるコスト（平成 26 年度） 
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■床面積 1㎡当たりにかかるコスト 

 床面積とトータルコストから床面積 1㎡当たりにかかるコストは 13,915 円／人となります。 

図 床面積 1㎡当たりにかかるコスト（平成 26年度） 

 

（４）自主事業の状況 

市民会館は自主事業を実施しております。 

その中で，児童劇鑑賞教室「ぬいぐるみミュージカル」は昭和 43 年の開館から市内外の保育園（所） 

及び幼稚園を対象として毎年開催しています。 

 なお，平成 23 年の「東日本大震災」を契機として，平成 24 年度以降自主事業にホールを使用すると

きは，ホール入口並び非常口付近に誘導員を配置しています。 

 過去 5年間の自主事業の実績は下記のとおりです。 

平成 26 年度 
児童劇鑑賞教室「ジャックと豆の木」 

青島広志のおしゃべりコンサート「青い鳥はどこにいるの？」 

陣屋門移築記念新春初笑い古典落語を楽しむ会 

平成 27 年度 

児童劇鑑賞教室「オズの魔法使い」 

2015 爆笑！お笑い祭り in 石岡 

森山愛子オンステージ 

新春初笑い古典落語を楽しむ会 

平成 28 年度 

児童劇鑑賞教室「ピノキオ」 

映画鑑賞「サクラ花」最期の特攻＆泰葉ライブ 

大島花子コンサート 

年忘れ古典落語を楽しむ会 

平成 29 年度 

児童劇鑑賞教室 にほんむかしばなし「鶴の恩返し＆なしとり兄弟」 

映画鑑賞教室「君の名は。」 

大島花子コンサート 

年忘れ古典落語を楽しむ会 

平成 30 年度 

児童劇鑑賞教室「狼とかわいいこやぎたち」 

映画鑑賞会  ドラえもんのび太の宝島／この世界の片隅に／八重子のハミング 

関ケ原 「4本実施」 

ミュージカル「しあわせのタネ」 

年忘れ石岡寄席 
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２ これまでの整備施設の概要 

市民会館は，過去に下記の改修工事を実施しています。 

①  昭和 62年度 市民会館内外装工事（工事費：64,960,000 円／防水・ホール全座席交換含む） 

②  平成 3年度  市民会館福祉まちづくり工事（工事費：57,000,000 円／障害者スロープ等） 

③  平成 8年度   冷暖房改修工事（管理棟会議室及びホールホワイエの冷房更新：32,548,000 円） 

④  平成 20年度 市民会館屋根塗装及び外壁工事（工事費：10,710,000 円） 

⑤  平成 29年度 舞台幕地及びガイドレール交換（工事費：8,856,000 円） 

３ 施設の老朽化の状況 

 市民会館は平成 25 年度実施に耐震診断を実施しました。管理棟においては将来想定される地震に対

して，設定した耐震性能が確保されている建物と判定されたが，オーデトリアム棟においては Is値 0.41

と構造耐震判定指標を下回る結果で，設定した耐震性能が確保されていない施設です。 

 また，「石岡市公共施設白書」で行った建物総合評価（平成 26 年度調査）の結果は，パターンＩ（耐

震安全性が確保されていない。更に老朽化が進行している施設）に分類されています。 

図 石岡市民会館の建物総合評価結果（平成 26 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 建物総合評価結果 パターン I 耐震安全性の確保とともに，老朽対策も必要 

 

 

№ 施設名

建
築
年
度

延
床
面
積

（
㎡

）

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

築
年
数

直
近
の
大
規
模
改
修

築
年
数
ま
た
は
直
近
の

大
規
模
改
修
後
経
過
年
数

劣
化
問
診
票
回
答
評
価

車
い
す
用

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

※
1

障
が
い
者
用
ﾄ
ｲ
ﾚ

車
い
す
用
ス
ロ
ー

プ

自
動
ド
ア

手
す
り

点
字
ブ
ロ

ッ
ク

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

・

太
陽
光
発
電
の
導
入

環
境
対
応
設
備
※
2

光
熱
水
費

建
物
管
理
委
託
費

各
所
修
繕
費

1 市民会館 昭和42 4,621 未実施 48 - 48 × × △ △ △ △ × × × 1,524 2,782 51

基本情報
①

耐震化
④バリアフリー対応②老朽化 床面積当たり

（円/㎡）

⑥維持管理
⑤

環境対応

③
劣化
状況

記

載

例

※1 手すり・鏡・低い操作ボタン等

※2 節水型便器，高効率照明器具・LED照明，雨水・中水設備

※①の「不要」には，耐震診断の結果耐震補強が不要な施設と，

新耐震基準施設のため不要な施設が含まれる。

③

○：劣化がみられないもの

△：一部に劣化がみられるもの・不明

×：屋根・外壁等の重要部位に劣化

がみられるもの

○：実施済

△：一部実施・不明

×：未実施
④
⑤
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４ 人口の現状と課題 

 

本市の人口は，平成 7年の 8.3 万人をピークに，その後，減少に転じます。平成 67年には 4.5

万人と，平成 22 年時点の 8.0 万人から 3.5 万人（約 44％）減少する見込みです。 

平成 28 年 10 月現在，7万 5,156 人（常住人口）となっています。 

 

（１）人口推移及び将来推計 

平成22年と平成67年の比較で市全体の人口は8.0万人から4.5万人へと約44％減少すると推計され

ます。年齢構成別にみると，生産年齢人口が 4.9 万人から 2.2 万人へ約 55％減少，年少人口は 1.0 万人

から 0.3 万人へ約 70％と大幅に減少する一方，老年人口は 2.1 万人から 2.0 万人へと約 5％の微減とな

ることが推計されています。ただし，老年人口は平成 42 年までは約 20％増加し，その後，同じ割合で

減少に転じると推計されます。その中でも，75 歳以上の後期高齢者人口が平成 22 年の 1.0 万人から平

成 42年の 1.6 万人へ約 60％大幅に増加します。その後は，平成 42年をピークに，微減傾向へと転じま

す。 

今後 40 年間で人口構成が大きく変化し，求められる行政サービスの変化に対応する必要があると考

えられます。 
 

図 年齢階層別人口推移・将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※ 推計は，国立社会保障・人口問題研究所の推計手法に準拠（平成 22 年 10 月 1 日を基準年として推計）。 

(施策の展開による人口増は含まず) 
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図 老年人口推移（実績・将来推計） 
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５ 財政の現状と課題 

（１）歳入 

 

歳入の中で地方交付税の割合は約 20％と大きな割合を占めていますが，平成 28 年度以降は，

合併特例措置が段階的に解消されることなどから減少しており，今後も減少すると見込まれます。 

また，個人市民税については，将来の生産年齢人口の状況によってその増減が大きく左右され

ることから，これからの人口推移が本市の財政状況に大きく影響してくることが予想されます。 

 

平成 29年度の普通会計の歳入は，312 億円です。平成 25年度からの 5年間の推移を見ると，平成 27

年度に合併後最大となったものの，平成 28年度に減少し，平成 29 年度は同程度で推移しています。 

市税についても，平成29年度では約32％の99億円と大きなウエイトを占め，市の貴重な財源となっ

ています。内訳を見ると，固定資産税が約 14％の 44 億円を占めるほか，個人市民税も約 11％・34億円

と高い割合を占めています。特に個人市民税については，将来の生産年齢人口の状況によってその増

減が大きく左右されることから，これからの人口推移が本市の財政状況に大きく影響してくることが

予想されます。 

 

 

図 歳入の推移 
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（２）歳出 

 

扶助費は，保育関係経費や障害者福祉費を主要因として増加傾向にあり，平成 29 年度では歳出

に占める割合が 23％となっています。財政の経常収支比率も 89～90％と高い水準で推移しており，

財政の硬直化が進行しています。 

 

平成 29年度の普通会計の歳出は，299億円です。歳出の推移をみると，平成25年度の284億円と比

較し，15億円の増額となっています。 

増額が目立つ項目として「扶助費」があげられます。保育関係経費や障害者福祉費を主要因として増

加傾向にあり，平成 29 年度では平成 25年度と比較し約 1.2 倍に増加し，また，歳出に占める割合も 20％

から 23％に増加しています。 

減少がみられる項目としては人件費があげられます。平成 25 年度の 51 億円から平成 29年度は 49

億円へと，2億円減少しています。 

財政の経常収支比率も 89～90％と高い水準で推移しており，財政の硬直化が進行しています。 

将来の歳入の減少に伴い歳出の抑制・配分の見直しが不可欠です。 

 

 

図 歳出の推移 
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（３）投資的経費の推移 

 

投資的経費は，直近 5年間は 34～56 億円の水準で推移しています。内訳をみると，道路整備等

のインフラ整備に 17～35 億円程度，公共施設等には 12～20 億円程度支出しています。 

 

今後の高齢化や経済の成熟化等を踏まえると，財政面での大きな改善が見込めない中，道路整備等の

インフラ整備を継続する必要がある上に，学校をはじめとする老朽化した公共施設の改修・建替え等を

進めていくことが求められるため，中長期的な財政見通しと連動した計画的な公共施設に関するマネジ

メントが重要となります。 

また，本市の歳出に占める投資的経費の割合は平成 29 年度では 11％となっています。近隣 6 市の比

較では，平成 29 年度の数値で，最も高い土浦市で 24％，最も低いかすみがうら市で 11％であり，他市

比較からも本市の投資的経費の割合は，あまり高い状況とはいえません。 
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６ 施設の現状と課題 

（１）公共施設 

 本市が保有する建物延床面積は約 27.1 万㎡・市民 1人当たり 3.57 ㎡です。築 30年以上を経過

した建物は約 14.3 万㎡（約 53％）です。学校教育系施設が公共施設全体の 54％を占めており，

他の公共施設に比べ老朽化施設の割合が高くなっています。 

 

約 27.1 万㎡の内訳として，小学校・中学校などの学校教育系施設が約 12.6 万㎡（約 46％）となって

おり，その次に公営住宅が約 3.8 万㎡（約 14％），スポーツ・レクリエーション系施設が約 2.4 万㎡（約

9％）の割合となっています。学校以外にも，公営住宅や公民館等市民文化系施設の老朽化が進行して

おり，それら施設への対応が課題となってきます。 

図 築年別整備状況と用途別延床面積 
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7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

H
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

（㎡）

（年度）

学校教育系施設 子育て支援施設 市民文化系施設 保健・福祉施設

行政系施設 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 公営住宅 供給処理施設

社会教育系施設 公園 その他 人口

※S24以前に建築された施設及び築年度不明の施設を含む

築10年未満
2.3万㎡(8%)

築10年以上
4.1万㎡(15%)

築20年以上
6.4万㎡(24%)

築30年以上
8.7万㎡(32%)

築40年以上
5.6万㎡（21%）

市民会館

市民１人当たり
3.57㎡／人

建物延床面積
27.1万㎡

築30年以上の建物

14.3万㎡(52.6％)

築30年未満の建物

12.8万㎡(47.4％)

旧庁舎

中央公民館，
東地区公民館等

国民宿舎
つくばね 石岡運動

公園
体育館

ふれあいの里
ひまわりの館

（年度）

学校教育系施設

用途 延床面積 割合 用途 延床面積 割合

学校教育系施設 保健・福祉施設

小学校，中学校，給食センター等
保健センター，ふれあいの里，障害

者福祉施設　等

公営住宅 子育て支援施設

大作台住宅，水久保住宅　等
保育所，幼稚園，児童館，児童クラ

ブ　等

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 社会教育系施設
海洋センター，キャンプ場，やさと温

泉ゆりの郷　等
図書館，常陸風土記の丘　等

市民文化系施設 産業系施設
市民会館，旭台会館，公民館，コミュ

ニティセンター　等

農産物直売センター，やさと農産物

直売所

行政系施設 その他

市役所，支所，出張所，消防施設等 倉庫，公衆便所　等

271,023㎡合計

23,830㎡5.5%14,775㎡

21,093㎡

8.8%

14.0%

46.3%125,505㎡

23,858㎡

38,053㎡

7.8%

1.7%

2.5%

4.5%

4,587㎡

6,767㎡

12,192㎡

8.8%

0.1%363㎡
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1.3倍
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投資的経費
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今後40年間の
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建替え・大規模改修等にかかるコスト

平均 29.5億円/年

既存の
公共施設等にかかる投資的経費
（平成22年度～平成26年度）

平均 22.8 億円/年

大規模改修

※積み残し大規模改修（築31年以上50年未満）
（平成27年～36年度）

建替え

大規模改修

※積み残し大規模改修

建替え

1.8倍

最初の10年
平均40.7億円

新庁舎建替え

：既に耐用年数を超えている施設は，直近の10年間で
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産業系施設 その他

（平成27年度～平成66年度）

７ 今後の施設の建替え・改修にかかるコスト試算 

（１）公共施設のコスト試算 

現在保有する公共施設を全て更新すると仮定すると，今後40年間の更新費用の総額は約1,181億円に

なります。毎年必要な額は29.5億円となります。これは，直近5年間（平成22年度～平成26年度）で公

共施設にかけてきた投資的経費の平均額である約22.8億円の1.3倍となります。 

本市では，築30年から40年経過した建物が多く，そのため，当面10年間に更新費用が集中し，この期

間は現状の約1.8倍の費用が必要となります。 

更新時期を迎えた全ての施設を同時期に建て替えることは困難であるため，長寿命化等を行うことで

年間更新費用の平準化を図るとともに，再配置の検討などにより，現状のサービスレベルを維持しなが

ら更新費用や施設の保有量を抑制していくことが重要です。 

図 今後の建替え・改修にかかるコスト試算 
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※ 新庁舎建設費等含む。借上げ施設及び旧庁舎の更新費を除く。 
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第４章 今後の対応方針と本計画の実現に向けて 

 

１ 市民会館の状態 

 

 市民会館の建築構造は鉄筋コンクリート造で，昭和４３年３月の竣工後すでに５１年が経過し，１０

年以内に耐用年数を迎える施設となっている。 

 市民会館では，建築物に求められる性能が確保できる状態を維持するため，昭和６２年度に内外装工

事，平成３年度には屋根の防水工事及び障害者用スロープの改修工事を行った。 

しかし，平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）を受け，平成２５

年度に耐震診断を実施した。その結果，オーデトリアム棟（大ホール）の Is 値は０．４１と構造耐震

判定指標を下回り，耐震性能が確保されていないことが確認された。 

 さらに，「石岡市公共施設白書」（平成２８年３月）の建物総合評価結果においても，「耐震安全性が

確保されていない，さらに老朽化が進行している施設」に分類されている。 

【注】「石岡市公共施設白書」で築５１年を経過する施設は，大規模改修は行わず耐用年数に達した時

期に建替えると位置付けされている。 

 

                         

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 建物付属設備（空調）ボイラー及びターボ冷凍機は開館以来，設備更新は行っておらず，機器の基盤

や部品は廃番となっており修理が出来ない状況である。 

 

  

ボイラー 川崎重工 昭和５３年製造               ターボ冷凍機 日立 昭和４２年製造 

 

〔１階ホワイエ〕天井部分にクラック・鉄筋が露出・発錆 

 

〔3 階ホール裏側〕吊りボルト揺れ止めなし 
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大ホールへの入口             管理棟への入口       〔エントランスホール〕冬場ストーブ使用 

 

 

参考 利用件数 

 

 

参考 利用人数 

 

 

〔参考〕過去４年間（平成２７年度～平成３０年度）の平均利用件数は 2,277 件，利用者数は 63,399

人で，利用者のほとんどは一般団体となっている。 
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２ 既存施設を取り巻く環境 

 

市民会館は，「文化芸術活動の発表・鑑賞の場」として多くの市民に利用されてきた。現在，市内に

は収容人員（968 席）だけで見ると同規模の文化施設はなく，隣接自治体にも小美玉市の小川文化セン

ター（1200 席）の１館しかありません。 

また既存施設は，国指定史跡「常陸国府跡」や「常陸府中城跡」にあり，文化財保護法により現在地

への建替えは難しい状況にあります。また，現在使用している駐車場用地は民有地のため，今後継続し

て借用できる担保はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人所有の駐車場 

 

３ 建て替え時期 

 耐用年数の 50年を超えているため，令和 2年度から 3年度調査を実施し令和 4年度に基本実施設計，

令和 5年度から 6年度の 2年にかけて建設工事を実施する。 

 

〔工程表〕 

業務内容  Ｒ２度 Ｒ３度 Ｒ４度 Ｒ５度 Ｒ６度 Ｒ７度 Ｒ８度 Ｒ９度 Ｒ10 度 Ｒ11 度 

調査委託 実施時期           

基本実施設計 実施時期           

新築工事 

実施時期           

対策費用    1,849 百万円      

【対策費用】 

新築（石岡市公共施設等総合管理計画に基づく算出単価 40万／㎡） 

既存施設と同規模試算 

４０万円 × ４，６２１.３０㎡ ＝ １，８４８，５２０千円 
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４ 当面の対応方針 

 

前述のとおり，IS値が 0.41 であること，耐震診断から６年経過するとともに耐用年数も経過してい

ること，建築基準法第 12条に基づく定期調査の診断結果，既存不適格な箇所があることから，利用者

の安全第一に考え，市民会館は，令和 2年 3月 31 日をもって，休館とする。 

なお，休館に際しては，中央公民館やひまわりの館，その他施設などについて，これまで市民会館を

ご利用いただいた方々に対し，ご案内するなど利便性の確保に努める。 

 

５ 本計画の実現に向けて 

 

市民会館アンケート「市民会館の今後の在り方について」（平成３０年６月）では，市民会館を「市

のシンボル」「市の顔」として位置づけし，新しく建替える場合には単独館だけではなく，図書館や博

物館を併設させた複合文化施設がよいとの意見も寄せられた。 

 また現在地は，進入路が狭隘でホール使用時の大型トラックが交通規制されるなど不便をきたしてい

る。通学路でもあり危険性を伴うことからも，「イベント広場」や「鹿島鉄道跡地」への移転建設を望

む意見も多く寄せられた。 

 

 

                   市民会館の自主事業〔ミュージカル・落語〕 

 

 当市は，文化芸術の薫り高いまちづくりの振興を目指し，市民会館は文化芸術の拠点施設として，質

の高い芸術・文化を継続的かつ安定的にサービスを提供することにより，子どもから高齢者まで幅広い

年代層の人たちが集い，喜びと感動を共有することが出来る施設が求められている。 

このようなことからも，新たに建替えすることが優先されますが，市内及び近隣自治体の公共施設の

活用などについても選択肢に加える必要が考えられる。 

 なお，現在地の周辺は，文化財が集積するエリアであることから，建替えとなった場合の跡地利用に

ついては，歴史的な活用を行うことも有効であると思われる。 
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〔参 考〕 

 ◇『建築物の安全性について』（建築物の耐震改修の促進に関する法律） 

 

  Ｑ．構造耐震判定指標を下回っているが？ 

  Ａ．旧耐震基準（昭和 56 年以前）で施工された建築物は，当時の法規によって確認され，増改築

が行われていなければ「違法」ではない。 

    しかし，建設当時適法ではあったが現行法令上適法ではない建築物は「既存不適格建築物」（第

３条）と定められ，違法ではないが適法状態への努力義務が生じる（第８条）。 

〔関 連〕 

◇「石岡市立地適正化計画」における位置づけ 

 

 市民会館は文化機能の誘導施設に設定（目指すべき拠点の形成に資する施設，新規誘導型）され，都

市機能誘導に係る施策の「複合文化施設整備事業の推進」における導入機能として，図書館，郷土館等

を想定しています。 

 

 ◇「石岡市文化芸術振興基本計画」における位置づけ 

 

 文化芸術活動の主役は市民です。文化芸術を創る人（活動者）と観る人（鑑賞者）が一体となって交

流しあえる場や空間づくりをしていくため，多くの市民が集うことのできる機会を提供・創出する取組

みに努めていきます。 

 ☞ 公民館や市民会館等を利用した同好会等の活動の開催支援 

 ☞ 市文化祭による発表や鑑賞の機会の提供 

 

 


